
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

発行日：

　　　　　　　　　　　　

エコシステム岡山株式会社

　（対象期間：2022年4月～2023年3月）
2022年度環境経営レポート

2023年10月5日

1 



目　次
ページ

1 環境方針 P.3

2-1 組織の概要 P.4

□会社概要と組織図

2-2 組織の概要 P.5

□エコアクション21における役割・責任・権限
□認証・登録の対象組織・活動

3 許可の内容
□産業廃棄物処理業許可 P.6

□特別管理産業廃棄物処理業許可 P.7

□一般廃棄物処理業許可 P.8

4 処理工程図 P.9

5-1 実績・環境目標 P.10

□主な環境負荷の実績
□環境目標及びその実績
　（１）中長期目標

5-2 実績・環境目標 P.11

　（２）試行運用期間中の実績

6. 環境活動計画 P.12

□2022年度環境活動計画

7 環境活動計画及び取組結果とその評価 P.13.14

8 環境関連法規等の遵守状況の確認・評価結果 P.15

9 代表者による全体の評価と見直し指示 P.15

10 地域清掃活動 P.16

２



１ ．

２ ．

３ ．

４ ．

５ ．

６ ．

７ ．地域での清掃活動等環境活動に積極的に参加します。

８ ．本方針を全従業員に周知徹底します。

改定日： 2022年4月1日

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　代表取締役工場長 川邉　 誠

エコシステム岡山株式会社

環 境 経 営 方 針

私たちは、環境保全の重要性を深く認識し、また、DOWAホールディングスの
環境理念を共有し、事業活動を通じて、地域をはじめ地球環境の維持・向上に
貢献するための努力を継続的に実施します。

DOWAグループの環境保全活動

１．当社の事業活動における公害防止、省資源、環境負荷の低減などの活動
２．社会の環境リスク低減に貢献するための活動

化学物質及び原材料使用量の削減（或いは適正管理）に取組みます。

環境関連法規制や当社が約束したことを遵守します。

雨水の再利用と水使用量を管理し、水使用量の削減に取組みます。

二酸化炭素排出量の削減の為に省エネルギーに取組みます。

受託した産業廃棄物の再資源化に取組み、リサイクル率の向上を図ります。

環境に配慮した収集運搬及び処分に取組みます。
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２-1　組織の概要
　□会社概要と組織図
（１） 名称及び代表者名

エコシステム岡山株式会社
代表取締役工場長　　氏原　尚川邉　誠

（２） 所在地
本　　　社 〒702-8045　

岡山県岡山市南区海岸通　1丁目3番1号
https://www.dowa-eco.co.jp/EOK

（３） 環境管理責任者氏名及び担当者連絡先
責任者； 工場長 川邉　誠
担当者； 安全・衛生ｸﾞﾙｰﾌﾟ 三好　徹

（４） 事業内容
産業廃棄物の中間処理業
特別管理産業廃棄物の中間処理業

（５） 法人設立年月日　：　平成16年7月6日
操業開始年月日　：　平成17年1月28日

（６） 資本金　　　　　　　：　100百万円

（７） 事業の規模 (2022年度実績）
売上高 　 2210百万円
廃棄物処理量 80,515t　（中間処理）

（うち再資源化量　100ｔ）
（処理後の産廃再資源化量）
金属類(焼却メタル）製錬原料 　2,300ｔ
ばいじん 路盤材・セメント原料　   239ｔ
燃え殻 路盤材・セメント原料　9,663ｔ

従業員　 39 人
敷地面積　 40707 ㎡

（８） 事業年度 2022年４月～2023年３月
（９） 組織図

技術Gr 操業Gr 設備管理Gr 事務Gr

代表者

EA21 推進委員会

環境管理責任者

生産管理Gr

選別Gr 受入Gr4

https://www.dowa-eco.co.jp/EOK


２-２　組織の概要
　□エコアクション21における役割・責任・権限

役割・責任・権限

代表者（社長） ・環境経営に関する統括責任

・環境経営システムの実施に必要な人、設備、費用、時間、技能、技術者を準備

・環境管理責任者を任命

・環境方針の策定・見直し及び全従業員へ周知

・環境目標・環境活動計画書を承認

・代表者による全体の評価と見直しを実施

・環境活動レポートの承認

環境管理責任者 ・環境経営システムの構築、実施、管理

・環境関連法規等の取りまとめ表を承認

・環境目標・環境活動計画書を確認

・環境活動の取組結果を代表者へ報告

・環境活動レポートの確認

ＥＡ２１推進委員会 ・環境管理責任者の補佐、EA21推進委員会の事務局

・環境負荷の自己チェック及び環境への取り組みの自己チェックの実施

・環境目標、環境活動計画書原案の作成

・環境活動の実績集計

・環境関連法規等取りまとめ表の作成及び最新版管理

・環境関連法規等取りまとめ表に基づく遵守評価の実施

・環境関連の外部コミュニケーションの窓口

・環境活動レポートの作成、公開（事務所に備付けと地域事務局への送付）

・環境活動計画の審議

・環境活動実績の確認・評価

・問題点抽出、原因究明、対策立案、実施計画作成。

グループリーダー ・自部門における環境方針の周知

・自部門の従業員に対する教育訓練の実施

・自部門に関連する環境活動計画の実施及び達成状況の報告

・時部門に必要な手順書の作成及び手順書による実施

・自部門の想定される事故及び緊急事態への対応のための手順書作成

　試行・訓練を実施、記録の作成

・自部門の問題点の発見、是正、予防処置の実施

全従業員 ・環境方針の理解と環境への取り組みの重要性を自覚

・決められたことを守り、自主的・積極的に環境活動へ参加

　□認証・登録の対象組織・活動

登録組織名： エコシステム岡山株式会社

対象事業所： 全組織対象

対象外： なし

活動： 産業廃棄物の中間処理業（焼却）

特別管理産業廃棄物の中間処理業（焼却）
一般廃棄物処理業（焼却）
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　□産業廃棄物処理業許可

許可番号 岡山市 第08320130813号

許可の年月日 令和3年10月 1日

許可の有効期限 令和8年 9月30日

事業の範囲 処分業（中間処理）

事業の区分 中間処理（焼却、選別・破砕、調整分離、中和）

処理施設の種類 焼却施設

廃棄物の種類

　[選別・破砕]

　[調整分離]

　[中和]

処理能力
　[焼却施設]

　[選別・破砕施設]

　[調整分離施設] 9.9m3/日

　[中和施設] 49.9m3/日

(1号機)　廃プラスチック類：589t/日、紙くず：505t/日、木くず：
927t/日、繊維くず：202t/日、ゴムくず：641t/日、金属くず：
298t/日、ガラスくず・コンクリートくず・陶磁器くず：264t/日、がれ
き類：99t/日
(2号機)　廃プラスチック類：130t/日、紙くず：111t/日、木くず：
205t/日、繊維くず44t/日、ゴムくず141t/日、金属くず：66t/日、
ガラスくず・コンクリートくず・陶磁器くず：58t/日、がれき類：99t/日

汚泥、廃油、廃酸、廃アルカリ

廃酸、廃アルカリ

燃え殻：90t/日、汚泥：90t/日、廃油：136t/日、廃酸：102.9t/日、
廃アルカリ：102.9t/日、廃プラスチック類：142t/日、紙くず：142t/
日、木くず：142t/日、繊維くず：95t/日、動植物性残さ：64t/日、動
物系固形不要物：64t/日、ゴムくず：95t/日、金属くず：52t/日、カラ
スくず・コンクリートくず・陶磁器くず：52t/日、ばいじん：90t/日　（1
日24時間稼働)

３　許可の内容

　[焼却] 燃え殻、汚泥、廃油、廃酸、廃アルカリ、廃プラスチック類、紙くず、木く
ず、繊維くず、動植物性残さ、動物系固形不要物、ゴムくず、金属くず、
カラスくず・コンクリートくず（がれき類を除く）・陶磁器くず、ばいじん
（自動車等破砕物を含む)

廃プラスチック類、紙くず、木くず、繊維くず、ゴムくず、金属くず、ガラ
スくず・コンクリートくず・陶磁器くず、がれき類（自動車等破砕物を含
む)
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　□特別管理産業廃棄物処理業許可

許可番号 岡山市 第08370130813号

許可の年月日 令和3年10月 1日

許可の有効期限 令和8年 9月30日

事業の範囲 処分業（中間処理）

事業の区分 中間処理（焼却、調整分離、中和）

処理施設の種類 焼却施設

廃棄物の種類

　[調整分
離]　[中和]

処理能力

　[調整分離施設] 9.9m3/日

　[中和施設] 49.9m3/日

　[焼却] 燃焼しやすい廃油：136t/日、腐食性廃酸：102.9t/日、腐食性廃アル
カリ：102.9t/日

３　許可の内容

　[焼却] 燃焼しやすい廃油、腐食性廃酸、腐食性廃アルカリ

燃焼しやすい廃油、腐食性廃酸、腐食性廃アルカリ

腐食性廃酸、腐食性廃アルカリ

7



　□一般廃棄物処理業許可

許可番号 14006

許可の年月日 令和5年4月12日

許可の有効期限 令和7年4月11日

事業の範囲 処分業（中間処理）

事業の区分 中間処理（焼却、調整分離、中和）

処理施設の種類 焼却施設

廃棄物の種類

処理能力
焼却炉１基　・汚泥：発酵残渣（スラリー）　90t/日
　　　　　　　　・廃アルカリ：消化ろ液　102.9t/日
　
　　　　　　　　　焼却施設1基
　　　　　　　　　スラリータンク　1基
　　　　　　　　　廃液タンク　2基
　　　　　　　　　クッションタンク　1基

３　許可の内容

メタン発酵処理残渣（ろ液、スラリー）
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4　処理工程図

中和処理

調整分離

（選別メタル残さ）

空気

空気 選別

給水

冷却水

消石灰

活性炭

冷却水

蒸気回収

第1急冷減温塔 電力回収

排出

(エレクトロニクス岡山㈱）

バグフィルター ばいじん

ファン

第２急冷減温塔

煙突

ダイオキシン吸着塔

燃え殻

廃液類

選別・破砕

選別メタル貯蔵

選別メタル（MIX)

選別メタル

一般廃棄物（スラリー）

一次燃焼室 焼却メタル

二次燃焼室

代替燃料

再生プラ原料

廃プラスチック類

定量供給装置

ボイラー

マテリアルリサイクル

対象範囲

マテリアルリサイクル

マテリアルリサイクル

サーマルリサイクル

サーマルリサイクル

マテリアルリサイクル

（一部）

マテリアルリサイクル

マテリアルリサイクル

マテリアルリサイクル
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５-１　実績・環境目標
　□主な環境負荷の実績

単位 2020年度 2021年度 2022年度
kg-CO2 8,294,435 8,509,108 8,277,166

ｋＷｈ 11,726,966 12,054,807 11,732,998

Ｌ 57,621 53,826 51,695

ガソリン Ｌ 440 340 400

灯油 Ｌ 2,438 1,313 2,012

m
3 28 24 28

t 79,366 86,675 82,109

ｔ 9,889 9,785 9,597

水使用量 ㎥ 124,817 130,893 133,748

Ｌ 79,300 35,290 25,400

　※二酸化炭素総排出量には、ガソリン、灯油、LPG分を含む ※BDF=バイオ燃料

　□環境目標及びその実績
　（１）中長期目標 ※2021年実績

基準値 目標 目標 目標

kg-CO2 8,539,032 8,535,199 8,040,159 2024年度予算値

対基準(%) － - -

kWh 12,109.123 12,094.850 12,128.100 2024年度予算値

kg-CO2 8,403,732 8,393,826 7,905,423

対基準(%) - 100% 100%

Ｌ 52,442 54,796 52,223 57,000

kg-CO2 135,300 141,373 134,735 147,060

対基準(%) - 96% 100% 92%

時間 7,951 7,848 7,920 8,696

稼働率(%） - 90% 90% 109%

ｔ/年 171,261 175,995 176,745 167,723

対基準(%) - 103% 103% 98%

原単位（ｔ/t-SD） 0.022 0.022

削減率(%) - 30％削減

kg-CO2 2023年度データ取り 269,235 2024年度予算値

対基準(%) 2023年予算値

kg-CO2 2023年度データ取り 331,800 2024年度予算値

対基準(%) 2023年予算値

㎥ 127,670 135,764 140,288 140,288

対基準(%) - 94% 91%

㎥ 67,993 71,714 75,267 74,515

対基準(%) - 95% 90%

㎥ 59,677 63,693 65,021 74,515

対基準(%) - 94% 92%

点 3.8 4 4 4

対基準 - - -

ｇ/day･㎥ 41 21 20 19

対基準 - 195% 205%

ｇ/day･㎥ 30（21年平均） 25 23 23

対基準 - 130%

kg/t-SD 43% 100.0

対基準 - -

歩留率（％） 22年実績（38%） 65% ６６％

対基準 - 2022年度対比 174%

超過回数 22年実績（7） 0 0

対基準 - 2022年度対比 -

% 9.8% 10% 15% 14%

対基準 - 98% 65% 143%

参加比率 68% 80% 80% 80%

対基準 - 85% - -

④受託廃棄物の中間処理し
た廃棄物の削減（煤塵の含水
率）

Ⅳ.地域清掃活動

Ⅱ.水使用量の削減
　（工水+純水）

①工水使用量削減

②純水使用量削減

Ⅲ.受託した産業廃棄物の処
分における環境配慮
①横持ち作業の搬送による、
道路汚れ防止

②前処理設備のダストのこぼ
れ・粉塵発生抑制（粉じん量）

産業廃棄物焼却量

　負荷率
(リターン物の削減)

自社産業廃棄物(最終処分)

ＢＤＦ使用量

　　　　　　　　　　　　　　　　年　度
　　項　目

Ⅰ. 二酸化炭素
　排出量合計(電力・軽油)

①電力使用量削減
（使用電力量）
二酸化炭素排出係数(中電）
2016年:0.694
(kg-CO2/kWh)

②軽油使用量削減
 *二酸化炭素排出係数
　　2.580(kgCO2/l)

③稼働率の向上
　　予算稼働率

④蒸気発生量の向上

項　目
二酸化炭素総排出量

電力使用量

軽油使用量

プロパンガス

代替燃料生産量

再生プラ原料生産量

SUS-A歩留まり向上

CO発生抑制

2024年度2022年度 2023年度
2019~2021

年度平均

社員駐車場での粉塵濃度
（東～南東の風）

③燃え殻からの金属の選別
Al（小）選別率
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５-２　実績・環境目標
　（２）運用期間中の実績

目標（予算値） 実績 達成度（％） 評価

kg-CO2 8,497,499 8,535,199 8,328,197

対基準(%) 100 0.4 -2.48

kWh 12,049,278 12,094,850 11,808,104

kg-CO2 8,362,199 8,393,826 8,194,824

対基準(%) 100 0.4 -2.4

ｔ/年 171,261 175,995 172,426
対基準(%) 100 2.8 △2

時間 7,951 7,848 7,732
稼働率(%） 100 -1.3 -1.47

原単位 0.0220 0.0220 0.0186
削減率(%) - 30.0 -18.1

Ｌ 52,442 54,796 51,695

kg-CO2 135,300 141,373 133,373

対基準(%) 100 4.5 -6

原単位 1.48 1.52 1.54
対基準(%) 100 2.7 1.3

原単位 1 1.4 1.3
対基準(%) 100 4.7 -3.0

点 3.8 4.0 4.0

対基準（％） （2021年実績） 5.3 0

ｇ/day･㎡ 47 28 56

対基準(%) （2021年実績） -40.4 50

CPS 30 25 19

対基準（％） （2021年実績） -16.7 31.6

％ 43 100 106
対基準(%) （2021年実績） 133 6.1

管理外回数 9.8％【18回】 10％【9回】 9.5％【13.5回】

対基準(%) （2021年実績） △ 50 33.4

参加比率 68 80 64
対基準(%) （2021年実績） 18 -20

※CPS＝cycle per second
※SD＝シュレッダーダスト

Ⅳ.地域清掃活動 80 ×
増加
目標

③燃え殻からの金属の選
別（Al（小）選別率）

106.1 ○
増加
目標

④受託廃棄物の中間処理
した廃棄物の削減（煤塵の
含水率）【管理外回数】

66.6 ×
削減
目標

②前処理設備のダストのこぼ
れ・粉塵発生抑制（粉塵量）

50 ×
削減
目標

社員駐車場での粉塵濃度発
生抑制（粉塵濃度）

131.6 ○
削減
目標

②純水使用量削減 103.1 ○
削減
目標

Ⅲ.受託した産業廃棄物の
処分における環境配慮
①横持ち作業の搬送によ
る、道路汚れ防止

100.0 ○
増加
目標

④軽油使用量削減
　二酸化炭素排出係数
　　2.580(kgCO2/l)

106 ○
削減
目標

Ⅱ.水使用量の削減
①工水使用量削減 98.7 ×

削減
目標

増加
目標

③負荷率
(リターン物の削減)

118.1 〇
削減
目標

　　　　　　　　　　　年　度
　　項　目

基準値（2019
～2021平均）

or実績値

運用期間における実績

運用期間（2022年4月～2023年3月）

(2021年実績
値は赤字)

                                     ※削減目標、増加目標では分母分子が逆になっている

Ⅰ. 二酸化炭素
　　排出量合計(電力・軽油)

102.5 〇
削減
目標

①電力使用量削減
　　　（買電量）
2016年中電排出係数(0.694）

102.4 〇
削減
目標

②稼働率の向上
　目標予算値

98.5 ×
増加
目標

蒸気発生量の向上 98.0 ×
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６　環境活動計画
　□2022年度環境活動計画

１． 二酸化炭素排出量削減
①電力の二酸化炭素削減
　・不要照明の消灯
　・負荷率（リターン物削減）
　・電気、蒸気費の実態調査
②軽油の二酸化炭素削減
　・アイドリングストップ
　・ばいじん冷却工程改善による重機工数↓
　　横持直後の冷却 　
　・先入れ先出しによる2ヤード内横持減
③稼働率の向上
　・緊急停止トラブルゼロ化
　　設備トラブルによる突発停止防止
　・掃除定修の実施による蒸気回収率UP
④蒸気発生量の向上
　・熱回収量の管理（総括電熱系数値）
　・原料の均一化
　・ボイラー煤払い装置の保守・点検

2． 水使用量削減
①工水使用量削減
　・雨水の全量使用
　・豪雨時の雨水回収管理
②純水使用量削減
　・第2減温塔水抜き回数削減 （アクションポイント運用）
　・COを抑制した操業

3． 受託した産業廃棄物の処分における環境配慮
①横持ち作業の搬送による、道路汚れ防止
　・ばいじん横持ち作業時の道路汚れ防止
　・有価金属積込時の道路汚れ防止
　・道路清掃作業の標準化
　・旧砂横持時の道路汚れ防止
②前処理設備のダストのこぼれ・粉塵発生抑制
　・集塵ダクトのメンテナンス
　・第1ヤードからの飛散抑制
　・灰ヤードからの飛散抑制
　・灰ヤードミスト、シャッターの活用
③燃え殻からの金属の選別
　・Al（小）100%選別
　・SUS系スクラップの高品位化（販売単価、建値比）
　・メタルリッチダストの処理(有価物）
④受託廃棄物の中間処理した廃棄物の削減
　・ばいじん中の水分管理
　　適正水分の調査 作業の標準化

4． 地域社会への貢献
①地域清掃活動への参加　（2日開催）

5． 教育等年間活動実績
①現場力強化活動
　・教育計画と活動の進捗管理
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７　環境活動計画及び取組結果とその評価、次年度の取組内容

手段
取組
み評
価

目標値
達成状

況
次年度の取組

不要照明の消灯 〇

エアコンの温度設定厳守 〇

その他施策 〇

アイドリングストップ 〇

掃除休転の最適化 〇

ボイラー煤払い装置の保守 〇

雨水の全量使用 〇

冷媒としての廃液負荷増 〇

※MSB＝スートブロワ（煤吹装置）

来年度も蒸気発生量を
維持していけるように
取り組みを継続してい
く。

水
使
用
量
削
減

工水用量の削減 ×

年間の取組評価は×。下期は雨水使用
時にコケが発生し設備停止が起き、その
為全量工水使用する事になり使用量
UPした

次年度はUV殺菌装置
と複式ストレーナが設
置された事で、雨水の
使用試験を行い工水使
用量減に努めて行きた
い。

純水用量の削減
アクションポイントにおけ
るCOを抑制行動

〇 〇

CO30ppm超過時のアクションが取れ
ていない場合が多々あったが、年間の
取組評価としては○

次年度はトラブル停止
削減・CO2発生抑制の
為、引き続き30ppm
超過時のアクションを
早めに行う

重機停止時のアイドリン
グストップをもっと意識
的に実施し軽油の使用
量削減を次年度も実施
したい

ばいじん冷却工程改善に
よる重機工数↓

〇

稼働率の向上 緊急停止防止 〇 ×

年間予算に対して、≒５日間の未達と
なってしまった。トラブル原因は様々で
あるが、再発防止策が出来て完了して
いるものと、今後も継続して対策を行っ
ていく

トラブル原因をしっかり
把握し、今後もしっかり
管理して再発防止に努
めたい。

2023年度では前処理
新設備が稼働し始める
事で電力↑となるが、
無駄な電力削減に努め
る。

負荷率 リターン物削減 〇 〇
リターン物投入HPの運用ルール整備に
より原料へ混合する量を削減すること
ができた。

リターン物HPの運用定
着させ継続して取り組
む

目標項目 活動に対するコメント

二
酸
化
炭
素
排
出
量
削
減

電力の二酸化炭素
削減

〇

年間取組評価は○、要因は休転とお掃
除休転のスパンでIDFへの負荷が下
がった事による電力↓とフリーエアー対
策によるものと考えられる。

軽油の二酸化炭素
削減

〇

夏季時期は灰の冷却の為ローダーの稼
働率が増え軽油の使用量が増える傾向
がある。通年対予算は〇である

蒸気発生量の向上 ×

掃除定修の標準化により蒸気発生量は
UPしたが、5日間のﾄﾗﾌﾞﾙ停止に伴い
蒸気の回収量が未達となってしまった。
休転のMSB保守点検実施。
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７　環境活動計画及び取組結果とその評価、次年度の取組内容

ばいじん横持ち作業時の
道路汚れ防止

〇

有価金属積込時の道路汚
れ防止

〇

道路清掃作業の標準化 〇

旧砂横持時の道路汚れ防
止

〇

発塵源特定・対策 ×

第1ヤードからの飛散抑制 〇

Al（小）100%選別 〇

SUS系スクラップの高品位
化（販売単価、建値比）

〇

メタルリッチダストの処理
(有価物）

〇

計画の早めの周知 〇

受
託
し
た
産
業
廃
棄
物
の
処
分
に
お
け
る
環
境
配
慮

横持ち作業の搬送
による、道路汚れ
防止

〇

定期的に道路の掃除を実施と、作業後
の清掃を習慣付けし、ヤード等からﾀﾞｽﾄ
が飛散しないようにシャッターのこまめ
な開閉実施し年間評価としては〇

次年度もアンケート実
施し、汚れ評価行い作
業後の道路のスイパー
掛けの標準化を計画す
る

×

前処理上期は、設備からのコボレからの
粉塵対策実施　　下期は、前処理バグ
フィルター設備の改善作業でダイヤフラ
ム弁全数交換し集塵効果UP。コンベア
の乗継のこぼれや集塵不足で評価×

集塵ダクトメンテナンス
及び粉じん・こぼれ対
策、継続して実施しバグ
フィルターの管理も
行って行く。

燃え殻からの金属
の選別

〇

ソーター運用ルール改善により稼働時
間が増加したことでAlの選別量は改善
できた。

次年度も同様にSUSの
高品位化に向けて、手
選方法を変更するなど
対策を実施していく。

受託廃棄物の中間
処理した廃棄物の
削減

×

水添加方法に関して2021年度のよう
な過剰添加はなく、月平均の水分値は
安定。一方で、ばらつきは大きく、サン
プリングの代表性の問題が顕在化。

上期は1ヤードのミスト増設と効果の確
認を行い、昨年度より粉塵濃度が低下
傾向が確認できた。下期は燃え殻ヤード
のミスト設置とタイマー運転による
MSB稼働との連動を図った

地
域
社
会

へ
の
貢
献

地域清掃活動 ×

今年度もコロナ感染予防対策のもと、
12/2と12/7の2日間の実施。25名の
参加となった。残念ながら目標には達し
なかった

来年度以降も引き続き
目標達成を目指す。

参加の声かけ ×

来年度はサンプリング
および水添加後の混合
方法を今後検討。

来年度も1ヤードのミス
ト装置及び灰ヤードか
らの飛散防止対策を引
き続き行う

〇

前処理設備のダス
トのこぼれ・粉塵発
生抑制

社員駐車場での粉
塵濃度

ばいじん中の水分管理 ×

集塵ダクトのメンテナンス 〇

灰ヤードからの飛散抑制 〇
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８　環境関連法規等の遵守状況の確認・評価結果

法律･条例要求事項 評価結果

大気汚染防止法 〇

ダイオキシン特措法 〇

廃掃法 〇

水質汚濁防止法 〇

市産廃施設条例 〇

消防法 〇

市火災予防条例 〇

省エネ法 〇

市環境保全条例 〇

電気事業法 〇

豊通ﾘｻｲｸﾙとの契約 〇

自動車破砕残渣リサイ
クル促進チームとの契
約

〇

９　代表者による全体の評価と見直し指示

環境方針

目標・環境活動計画

実施体制、その他

総括

指定可燃物貯蔵施設の設置、
変更届

2022.5月 消防用設備設置（前処理第1ヤー
ド増設）
2022.5月 　　　〃　（可燃物保管倉庫12、
13、14、15番倉庫親新設）
2022.9月　屋内保管場所の指定可燃物貯蔵
量の変更（338倍）
2023.2月　消防用設備等設置届（屋外消火栓
設備）

燃料･電気の使用量の届出 2022.7.26報告書提出。

特定施設の届出

2022.5月　砂ホッパ―リターン物搬送ライ
ン・中和前ピット・アンダー大振動篩　設置
2022.9月　吊り磁選機1,3および切断機撤
去、銀銅さい振動ふるい設置
2023.2月　トロンメル↓抜出ライン・搬送量
調整ダンパー設置、1ヤード保管数量変更
2023.2月　一廃処分業許可更新

2022.6月 報告

順守評価遵守事項

排ガス、燃え殻、ばいじんの
ダイオキシン測定

大防法測定5,7,9,11,1,3月測定、全て
基準値以内

大防法測定基準値以内
設置、変更の申請

2022.8月 測定値を報告。（7/12測定）

産廃許可証、マニフェスト管
理
適正処理、適正保管

電子･紙マニフェスト、全て適正に処理

有害物質貯蔵指定施設変更、
点検

法的要求事項等の順守
評価結果

環境関連法規に遵守し違反、訴訟などはありません

CO２削減については地道な設備保全活動継続による稼働率アップや原料熱量調整による負荷
率アップまた、ボイラー清掃定修実施による蒸気発生量アップなどの活動が実を結び目標達成
することができた。水使用量については、廃液や雨水の処理能力を高め冷媒としての工水削減
ならびにCO発生抑制により排ガス洗浄水としての純水使用量を削減できた。発塵抑制につい
ては一部の活動には効果が見られ始めたが、引き続きPDCAを回し効果的な改善策を模索して
いく必要がある。また、地域清掃については予定した人員が確保できるよう各自のスケジュール
を押さえておくようにしていく。

変更の必要性　□要　■否
【コメント】
現状の取り巻く環境に方針変更の必要は認められず。

変更の必要性　■要　□否
【コメント】
2022年度は改善により削減可能な自社廃棄物の発生見込がないため、計画から除外する。

定期審査報告 変更なし

取引基準、再資源化業務の報
告

毎月報告

取引基準、再資源化業務の報
告

毎月報告

変更の必要性　□要　■否
【コメント】
現行体制で実効性のある活動を継続できると判断する。

2022年度毎月点検実施

防火対象物の定期点検報告 2022.6.8消防設備点検実施

処理実績の報告
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10.地域清掃活動

実施日時 2022/12/2（金）
2022/12/7（水）

16：00～16：30

場所 十一番川緑地および道路を挟んだ向かい側の歩道

清掃状況
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